
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演出家 宮城 聰（みやぎ・さとし） 氏 

SPAC‐静岡県舞台芸術センター芸術総監督 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 平成３１年１月２９日(火)18時受付開始 

    １８：３０～２０：３０ 

会 場 静岡芸術劇場 静岡市駿河区東静岡 2丁目 3-1 

Tel. 054-203-5730 
※JR東静岡駅南口から徒歩約 5分、グランシップの東側（清水寄り）に入口があります。 

定 員 ２００名 

    ※会員に限らずどなたでも無料で聴講できます。 

主 催 清水法人会・静岡法人会 支部合同 

申 込 下記の申込書にご記入の上、FAXにてお申し込みください。 

    FAX.054-251-8203 

問合せ 一般社団法人静岡法人会事務局 TEL054-254-1625 

 

 

 

 

 

 
法人名 

 

 

 

※会員区分 

□会員 

□非会員 

TEL 

FAX 

申込者氏名 

 

 
計（   名）参加申込みます 

 
  ＊受講票はお送りしませんので、申し込まれましたら当日直接会場にお越しください。 
      お申込いただいた皆様の情報は、当会の事業の詳細案内や事業の遂行など、当会活動のためにのみ利用させて頂きます。 

1959 年東京生まれ。演出家。SPAC-静岡県舞台芸術センター芸術総監

督。東京大学で小田島雄志・渡辺守章・日高八郎各師から演劇論を学

び、90 年ク・ナウカ旗揚げ。国際的な公演活動を展開し、同時代的テキス

ト解釈とアジア演劇の身体技法や様式性を融合させた演出で国内外から

高い評価を得る。2007年 4月 SPAC芸術総監督に就任。自作の上演と並

行して世界各地から現代社会を鋭く切り取った作品を次々と招聘、「世界

を見る窓」としての劇場づくりに力を注いでいる。14年 7月アヴィニョン演劇

祭から招聘された『マハーバーラタ』の成功を受け、17 年『アンティゴネ』を

同演劇祭のオープニング作品として法王庁中庭で上演、アジアの演劇が

オープニングに選ばれたのは同演劇祭史上初めてのことであり、その作品

世界は大きな反響を呼んだ。他の代表作に『王女メデイア』『ペール・ギュ

ント』など。04年第 3回朝日舞台芸術賞受賞。05年第 2回アサヒビール芸

術賞受賞。 

清水・静岡法人会が共催で行う支部合同講演会、今年度は、SPAC(スパック)静岡県舞台芸術センターの芸術総

監督 宮城氏を迎え、静岡に SPAC が誕生した経緯や世界から見た日本の芸術は？そして、静岡の芸術はこれ

からどう舵を切っていくのか？など、お話いただきます。また今回は特別に静岡芸術劇場にて講演をお願いしまし

た。このチャンスに是非多くの方にご参加頂きたいと思います。 お申し込みはお早目に・・・ 

[申込締切] 

１月 2１日(月) 

聴講無料 

静岡法人会事務局宛  

fax054-251-8203 


